
●名 称 第41回 全国都市緑化かわさきフェア
●主催者等 主 催 者 ︓川崎市、公益財団法⼈都市緑化機構

実施主体︓川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア実⾏委員会
●開催期間 地域資源を活かした個性的な取組を全市的に展開していくため、⽊や花の⾒頃などを

踏まえて、次のとおり、秋、春の季節ごとに開催期間を設定。

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

全国都市緑化かわさきフェアについて

●会 場 コア会場 ︓富⼠⾒公園、等々⼒緑地、⽣⽥緑地
協賛・連携会場等︓駅、商業施設、⺠有空地、公園緑地、

緑化推進重点地区、バーチャル会場 等
●統一主題 「みどりで、つなげる。みんなが、つながる。」
●愛 称 「Green For All KAWASAKI 2024」
●ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ みどりをツールに、⼈と⼈、人と暮らしが緩やかにつながっていく様子を、

区の数である７枚の葉を重ね、市⺠の活動(ｱｸｼｮﾝ)がさらに広がって
いくイメージを、多彩な⾊でロゴ全体を花に⾒たてて表現しました。

●入場者規模、概算事業費 基本・実施計画において決定します。

●フェアの将来像は、「みどりでつなげる、暮らしやすく住み続けたいまち」。
●これの実現に向けて、みどりが持つポテンシャルを効果的に活用し、これまで培ってきた川崎の強みや各地域の

特色を活かし、多様な主体がつながり重なり合うことで、⾏動するきっかけとしての市⺠総参加型のフェアとな
るよう、取組を展開していきます。

令和６年10⽉中旬〜11⽉上旬(20⽇間程度)
令和7年 ３⽉上旬〜 ３⽉下旬(30⽇間程度)

令和６年10⽉19⽇(⼟)〜11⽉17⽇(⽇) (30⽇間)
令和7年 ３⽉22⽇(⼟)〜 ４⽉13⽇(⽇) (23⽇間)

（１） 目的

（４） 基本的事項

●役 割 専⾨的な⾒地からの事業の企画、調整、実施等に係る審議助⾔
●構 成 各分野に精通した団体・専⾨家から選出
●開催状況 令和４年９⽉３０⽇ 第１回幹事会（会場計画、協働、共創の取組等）

令和５年１⽉１０⽇ 個別ヒアリング（開催期間、会場計画等）
１⽉１８⽇ 個別ヒアリング（市⺠総参加、広報等）
２⽉２７⽇ 第２回幹事会（進捗状況の報告等）

第１回幹事会での
意⾒等を踏まえて開
催期間を遅らせます

（案）

（２）幹事会
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（３）各種事業計画の対応状況
事業計画 第1回幹事会 主な論点・意⾒等 個別ヒアリングにおける主な意⾒等 2/27時点での対応状況

基本的事項 ● 開催期間の具体的な⽇にちの決定
・花き調達や地域資源の⾒せ⽅等を考慮して検討するとよい。

• 4⽉1週目は、入学式があるなど動きにくい時期。春の会期を何⽇か伸ばしてもいいのでは。 • 花の栽培時期や⾒頃、各局区におけるイベント等の開催状況、富⼠⾒公園の再編整備スケ
ジュール、後催都市の開催⽇程等を考慮し、具体的な⽇程を設定しました。

１ 協働推
進

●(仮称)ボランティアの活用項目と募集方法
●フェア終了後も継続できる協働推進の仕組みづくり
• 大きなイベントだと大⼈中心になりがちだが、ぜひ、子どもたちに参加してほしい
• 企業等にこちらからの働きかけが必要。

• フェアを通じて、ガーデナーのような⼈たちが育っていくっていくといい。
• キーパーソンを中心にコミュニティを広げていったほうがよい。
• 地域活動に積極的な⽅々を巻き込むためには、学校単位や商店街単位など、様々な単位で

呼びかけていくことが必要。
• ガイド、案内等目的・さまざまなメニューをつくったほうがよい。

• ボランティアの項目については、それぞれの知識・経験等に応じて多様な参加メニューを⽤意し
ていきたいと考えており、内容を整理しました。

• フェア期間前〜期間中に実施する協働推進の取組をもとに、「フェア開催以降」に残したい仕
組みについて整理しました。

２－１
会場計画

● 主要駅からコア会場間の資源の活かし方（会場ごとの地域特性に応じて検討）
• 各エリアで進⾏中の事業や政策の中に、どう伝えられるかを探りながら、３エリアの図に組み合

わせとして示していくとよい。
• 開催期間中に各会場周辺の既存のイベント等とも積極的に連携していくべき。

• 多様性×みどりということを、空間を通して⾒せていくべき。
• 緑化フェア単体ではなく、Colors, future Actinsなどと紐づけて会場に落としていくことが大事。
• グリーンインフラについて、レインガーデンだけではなくて、市⺠団体や企業、今までみどりと関係

がなかったような様々な⽅がつながり、これからのインフラになっていくというように、広くスタンスを
構えて考えてくことが重要。

• 3会場それぞれの会場の特徴をしっかり出していけるといい。

• 川崎のみどりを知り、活かす取組を全市的に展開することなど、会場計画の基本的な考え⽅を
整理しました。また、エリア、コア会場、協賛・連携会場、それぞれの会場構成の考え⽅をまとめ
ました。

• 秋に仕込んだ内容が春に芽吹く等のつながりを意識し、秋開催と春開催の各種取組の展開に
ついて考え⽅を整理ました。

• 3会場・エリアについて、それぞれの特徴を踏まえたコンセプト及びゾーニング図を作成しました。

２－２
出展展示

●開催時期、各エリアのコンセプトに応じた展示内容
• 秋から春にかけて間が空くが、10⽉に仕込んだものが３⽉に花開く」ような、つながりができると

よい。

• 制作段階だけではなく、どうやって維持管理していくか、フェア後にどう残していくのかを考えてやっ
ていく必要がある。

• 秋から春の中断期間に、市⺠や企業に入っていただき、その間も⼀緒に関わる仕組みができた
らいい。秋に仕込んだものが春に現れるような工夫も必要。

• 単に会場を装飾するのではなく、中断期間やフェア後に地域に残るようなつながりを仕組みとし
てデザインできるといい。

• 出展・展示は市⺠や企業と連携し、本市の魅⼒や強みを発信する取組を展開することとし、
各コア会場における展示や出展の取組の概要を整理しました。

• フェア前後及び中間期においても市⺠参加の取組を展開していくことを念頭に、それぞれ取組
時期を整理したところであり、今後各取組の具体化を進めます。

２－３
植物調達・

管理

●地域と連携した効率的かつ効果的な花卉調達の⼿法
●無駄にならない花卉等のリサイクル方法

• 開催時期において、どれくらいの種類や量の花や植物が集まるのか心配。
• 開催時期で市内産の花卉が提供できるかどうか、⽣産者等から確認がとれるといい。

• 教育機関や⽣産者等との意⾒交換を踏まえ、市⺠協働による花苗づくりや花卉植物の調達
の基本的な考え⽅について整理しました。

• 市⺠がみどりと関わるきっかけづくりとなるよう、市⺠による花苗育成の展示及びフェア後の活⽤
等、花卉・植物の調達、管理の検討を進めています。また、秋から春まで展開する花卉の選択
や維持管理の仕組み等について考え⽅を整理しました。

２－４
飲食・物販

●市制100周年記念事業との連携した飲食物販
• かわさき育ちの収穫できる量が限られている。地元のものを使⽤するにも⽣産量の問題もできて

くるので、早い段階から調整が必要。

• かわさきそだちの具材を活⽤できるとよい。 Ex）のらぼう菜・かわさきの酒
• 既存コンテンツとのコラボできるとよい。
• インパクトのある企画があるとよい。 Ex）カレーフェスタ、キッチンカーのスペシャルメニュー

• 飲食・物販に参加する事業者等にも、緑化フェアのコンセプトに共感し、⼀緒につくりあげていく
主体として、川崎ならではの魅⼒ある飲食・物販サービスの提供やSDGsの視点、川崎ならで
はの魅⼒等を踏まえた取組を展開していく考え⽅を整理しました。

３ 会場運営・
交通輸送

● 交通輸送のあり方
• アクセスについて、シャトルバス輸送やマイカー対策等を検討し、警察等ともよく調整したほうがよ

い。

・会場内の駐⾞場を利⽤する場合は、⾼齢者や障害者に限った運⽤を適切に広報することでマ
イカーの抑制につながると思う。
・環境に配慮している電気⾃動⾞等に限った運⽤もマイカーの抑制に効果的だと思う。
・区ごとに交通安全協会の交通指導員が１０名〜２０名いるので、緑化フェアの交通誘導に
も協⼒できる可能性はあると思う。

• 会場運営の体制や配置案をとりまとめるとともに、市⺠・既存団体や指定管理者等との今後
解決すべき課題等について整理しました。

• 公共交通機関の利⽤を前提とし、来場者の誰もが安心、安全、快適に最寄駅からコア会場
へ移動できるよう交通誘導や体制を整えることとします。また公共交通を補完する交通サービス
や会場内での移動をサポートするサービスを検討することし、これら課題を整理しました。

４ 広報宣伝・
⾏催事

●市制100周年記念事業との連携、市内と市外でターゲットや媒体を精査した、効果的な
広報・PR・⾏催事
• 参加する⽅の感情をどう持っていくとおもしろいイベントとなるのかしっかり考えていく必要。

• ボランティアなど、様々な⼈に呼びかけ、集めていくには、SNS等を活⽤して早期発信したほうが
よい。

• インパクトのあるイベントや、かわさきのコンテンツを盛り込んだプログラムなど、仕組みで目玉づく
りが必要ではないか。

• 魅⼒的なコンテンツ等の周知と広報を⼀体的に⾏い、関わるきっかけとする市制100周年記
念事業全体の考え⽅に基づき、知って、関わってもらうための広報の考え⽅を整理しました。

• より多くの⼈に知って関わってもらうため、みどりへの関わりの有無などを踏まえて、ターゲットを分
類するとともに、ライフスタイルやステージに応じた個々の関心に注目してアプローチする考え⽅を
整理しました。



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

協働推進

（４）アプローチの方法 ［魅⼒的なコンテンツを⽣む動機付け・きっかけづくり］

関心 主なターゲット層
（現状） 主な活動の場 主な動機付け（関わることの価値）

みどりの取組等へ
関わっている⼈

●60代後半〜
(男⼥⽐ｲﾒｰｼﾞ=2:8)
●町内会

●公園・道路等での花植え
●樹林地・⾥⼭管理 等 地域貢献、健康、⼈望 等

●学⽣ ●大学サークル 等 社会貢献、⼈脈、経験 等

みどりの取組等へ
関わっていない⼈

●児童・⽣徒 ●学校（小・中・⾼校）
●⾃宅 経験、話題、⼈脈、知識、喜び 等

●親子連れ
（乳幼児）

●幼稚園、保育園、小学校
●⾃宅
●公園、広場
●商業施設 ●公共施設

●乳幼児等︓経験、知識 等
●親 ︓⼈脈、話題 等

●定年退職者
（間近を含む）

●⾃宅
●公園
●公共施設

充実したセカンドライフ、⼈脈、地域
貢献、健康、チャンス、喜び 等

●社会人
●駅
●オフィス
●飲食店

ストレス緩和、収入、⽣産性、⼈望、
企業拡大、話題 等

目的
市⺠総参加型のフェアの実現
市⺠の誰もが参加でき、多様な関わり⽅を互いに尊重し
ながら、⾃分にとってのみどりとの関係性を⾒直し、つく
る“きっかけ”の提供。多種多様な仕組みづくりにより、
⼀過性ではない持続可能な取組につなげていきます。

（３）ターゲット層の設定［誰に︖］

より多くの⼈々を『みどりでつなげる』ためには、各
⾃にとっての関心事からアプローチすることが有効
であることから、現状のみどりの取組等への関りの分
類に加えて、ライフスタイルやライフステージ等に応
じたターゲット層を整理します。

【みどりの取組等への関りの有無】 【ライフスタイル】 【ライフステージ】

・⽣活圏
・職業
・⽣活信条
・所得

など

・学⽣
・社会人
・結婚
・出産
・こどもの

入学・卒業
・定年退職

など

[参考]

市⺠
(A〜C)

【広報と取組の一体的な仕掛け】

フェア 新たな
ステージ

関わる（来場、SNS等）

取組
参加 参加

知ってもらう
広報

関わってもらう
広報

知って
関わってもらう

広報

[UP要素]

知名度、イメージ、話題、⼈脈、体調・健康、業

績・収入、ブランド、趣味、誇り・喜び、地位・⽴

場、美、パワー、諸能⼒、知識・知恵、社会貢

献、性格・⼈格、⽣産性、チャンス、企業拡大、

⼈望・名声 等

[DOWN要素］

悩み、ストレス、体重・肥満、コスト、リスク 等
参加

目標 市⺠１５４万人に知って、関わってもらう︕
（延べ⼈数）

A

B

C

【ターゲット層ごとの 主な動機付けイメージ】

【動機付け（関わることの価値）】※多くあるほど良い

「魅⼒的なコンテンツ」

ターゲット層ごとに、各⾃の動機付け（関わることの価値）を意識し、きめ細やかなアプローチの方法を設定します。

例）A︓花壇づくり等のボランティア
身近な公園の花壇の植栽（まちの彩り・賑わいづくり）

B︓コア会場への来場、各種体験イベントへの参加
C︓⾃宅のみどりをSNSに投稿 等

⇒来場者数、イベント参加者数、SNS投稿者数等でカウント

A・Bの参加の一層の拡大に繋がる取組について着実な推進を図るとともに、
特に、Cに対するアプローチ（絡めとる仕掛け）に⼒点を置きます。 ●広報｜関わってもらうことを意識した周知・広報と取組を戦略的に展開

●取組｜思わず関わりたくなるような、多様なメニューを設定
・参加者の興味や都合、知識や経験に応じて⾃ら選択できる仕組み
・場所・時間・⼈を選ばずに気軽に参加できる仕組み
・気が付けば参加していたという仕組み

A

B

C

●広報｜何よりもまず、知ってもらうことを意識した周知・広報の徹底
●取組｜知らないうちに 又は いつの間にか関わっている状況を作ります
（ナッジ理論の活⽤）

●取組｜話題、趣味、誇り・喜びなど、みどりとは別の「動機付け（関わる価値）」
を入り口とするコンテンツを⽤意
例）スポーツ、⾳楽、健康などの王道の他、マンガ・アニメ、男⼥の出会い、ポイ活

など広く検討

みどりに対して
関心が高い⼈

みどりに対して
関心が低い⼈

関わっている⼈（関心ある・なし関係ない）

関わっていない⼈ 関心が高い⼈

関心が低い⼈

みどりの
取組等へ みどりに

対して

C

B

A

（１） 目的と目標
（２） かわさきフェアにおける事業方針

2

各種事業計画

１
2

●より多くの⼈に知って、関わって
もらうため、既存イベントや取組
等を活用するとともに、魅⼒的
なコンテンツや会場における体
験・体感を通じて、フェアの開
催前から意識醸成を図ってい
きます。

●また、魅⼒的なコンテンツ等の
周知と広報を一体的に⾏うこと
で、取組を知り、関わるきっかけ
となるよう積極的に情報発信し
ていきます。

【フェアにおけるみどりに関
わる⼈の主な関わり⽅の
イメージ】

※「主なターゲット層」は、これまでの市の施策からアプローチしやすいターゲットとして仮設定しています。今後、マーケット戦略等を参考に整理していきます。

[出典] 「新版 広報・PRの基本 p.54」 ⽇本実業出版社




